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指導計画案作成の過程を「1 子どもの姿をイメージする」、「2 主活動を考える」、「3 ねらいを考える」、
「4 内容を考える」、「5 環境構成を考える」、「6 活動の展開を考える」、「7 教師の援助を考える」の 7
項目とし、それぞれについての難しさを幼稚園教育実習前後で調査したところ、すべての項目におい
て、実習後にその難しさが軽減していることがわかった。そして、実習前には「3 ねらいを考える」、







































 本学では、1 年次におおよそ 2 週間の保育所実習と、児童養護施設等の児童福祉施設での施設実習
を行う。1 年次の実習は観察実習が中心となり、実習記録の記入が学びの中心である。この 2 回の実






 幼稚園実習前 平成 29 年 5 月中旬 








本学の幼稚園実習用保育指導案（図 1）、幼稚園教育指導資料第 1 集「指導計画の作成と保育の展開」
7）（図 2）、を参考に、指導案作成指導において筆者が授業での説明に使用していた言葉「主活動」、「活
動の展開」、学生が子どもの実態を捉えられない状況であること等を鑑み、指導案作成過程を「1 子ど 
もの姿をイメージする（以下、「1 子どもの姿」と表記）」、「2 主活動を考える（以下「2 主活動」と表 
 
 









「5 環境構成を考える（以下「5 環境構成」と表記）」、「6 活動の展開を考える（以下「6 活動の展開」
と表記）」、「7 教師の援助を考える（以下「7 教師の援助」と表記）」、以上の 7 項目とし、それぞれに
ついて感じている「難しさ」について調査した。 


















































表 1：指導案作成過程 7 項目に対する難しさ 
  





  平均 SD  平均 SD      
1 子どもの姿をイメージする 2.76 .80  2.36 .80  3.81 **  0.40 
2 主活動を考える 2.49 .79  2.10 .84  3.91 **  0.39 
3 ねらいを考える 3.13 .65  2.40 .76  8.78 **  0.73 
4 内容を考える 3.02 .77  2.31 .83  6.71 **  0.71 
5 環境構成を考える 2.37 .81  2.03 .79  3.47 **  0.34 
6 活動の展開を考える 2.97 .71  2.55 .92  4.31 **  0.42 
7 教師の援助を考える 2.85 .82  2.52 .78  3.40 **  0.33 
  **P<.01         
  
次に、実習前後の順位（表 2）と得点の差異（表 1）に着目すると、以下の 4 点がわかった。 
1 点目は、「3 ねらい」、「4 内容」についてである。「3 ねらい」は 1 位から 3 位、「4 内容」は 2 位か
ら 5 位と実習後に 2～3 ランク下がっていた。得点も両項目とも 0.7 点以上減り（表 1）、実習後に学
生の「難しさ」が特に軽減した項目と言えよう。 
 
2 点目は、「6 活動の展開」、「7 教師の援助」についてである。「3 ねらい」、「4 内容」とは対照的に、
「6 活動の展開」、「7 教師の援助」は、それぞれ 0.42 点、0.33 点（表 1）実習後に下がっているが、
順位は、3 位から 1 位、4 位から 2 位と 2 ランク上がっている（表 2）。このことより、実習後に学生
が特に「難しい」と感じている項目であることがわかる。 
3 点目は「1 子どもの姿」についてである。この項目は、実習前後で得点は 0.4 点下がり（表 1）、
順位は 5 位から 4 位と 1 ランク上がっている。したがって、学生にとっては、実習後も実習前と同程
度「難しい」と感じている項目ではないだろうか。 
最後に、「2 主活動」、「5 環境構成」についてである。この 2 項目は、実習前も実習後も 6 位、7 位
の項目（表 2）である。得点はそれぞれ 0・39 点、0.34 点下がっていた。この 7 項目のなかでは、学
生の難しさが最も軽い 2 項目であった。 
表 2：指導案作成過程 7 項目に対する難しさの順位 
順位 実習前 実習後 
 項 目 得点 項 目 得点 
1 3 ねらいを考える 3.13 6 活動の展開を考える 2.55 
2 4 内容を考える 3.02 7 教師の援助を考える 2.52 
3 6 活動の展開を考える 2.97 3 ねらいを考える 2.40 
4 7 教師の援助を考える 2.85 1 子どもの姿をイメージする 2.36 
5 1 子どもの姿をイメージする 2.76 4 内容を考える 2.31 
6 2 主活動を考える 2.49 2 主活動を考える 2.10 
7 5 環境構成を考える 2.37 5 環境構成を考える 2.03 
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以上の結果 4 点について、それぞれ考察する。 
 
1）「3 ねらい」、「4 内容」について 





















































4)「2 主活動」、「5 環境構成」について 
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